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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

· 寺澤彩様が本日よりデイケア正式利用となる。

· 8/7（火）に職員の納涼会がある為、ナイト利用者様が来所したら２Ｆで過ごして頂く。

· 8/9（木）10：00～12：00新卒者の施設訪問予定。

· 8/6・7澤田明子様ローテーション見学にて来所。

· 今週中にカルテ整理を行う。

· 冷蔵庫に入れるペットボトルは１人１本までとする。

· デイケア、デイナイトケアでの米、ご飯の貸し借りはトラブル防止のため禁止とする。

＜利用者様情報＞

・北村　奈美様～9/7（金）よりデイケア来所すると連絡あり。

＜青明者利用者様情報＞

・松川　順子　様～夏バテ無く生活している。朝起きれずにデイケアを遅刻していると

話す。7:30に目覚まし時計がなるが『まだ大丈夫』と思い、すぐに起

きる事が出来ないとの事。起きる時間のギリギリに目覚まし時計を設

定し様子をみてみるよう伝えている。

・松林　政道　様～退院し青明舎登録のため母と来所。本人と今後の関わり方について検討する。本人・家族の要望で、月1回定期訪問実施し、生活の様子を確認することとなる（毎月第二日曜日午前11時）。小遣いの使い方の確認については、本人が「出来るので大丈夫」と話しているため、声掛けし様子を見ていくこととする。本人と支援目標を話し合ったところ、「1年後、普通に働いて普通に暮らしていきたい」と話があったため、そのために今必要なこと（体調管理・通院・抗酒剤の服用・生活リズム作り等）を確認している。

・鈴木　茂子　様～部屋は片付いている。暑い日が続いているのでエアコンを使用して
たが、夕方や風が入ってくるようになったら切るとのこと。生活保護費の金額について確認すると、姉が管理している本人の通帳に102,000円が入金されており、姉からは10日毎に15,000円を貰って生活費としているとのこと。最近はタバコの本数が増えており、ストレスや眠れない時に本数が増えているとのこと。アパートではタバコを吸って考え事をしているので本数が増えるとのこと。最近は友人の入院が心配で考えてしまうとのこと。「パチンコにも行ってないし、行きたいとも思わない」と話している。麻雀は「日曜日の2時間だけと決めている。そうでないと、近所迷惑になったり、自分の時間が持てなくなるから」とのこと。友人が多いことは悪いことではないが、友人同士や近隣に対するトラブルの元となることもあるのでよく考えるよう話している。
・高柳　和子　様～アパートの契約更新に必要な火災保険の証書が見当たらないとのことでスタッフが保険会社に連絡し、証書の再発行をする。先週木・金とデイケアを休み家にじっとしていたら、ひきこもりのようになって苦しかったとのこと。火曜にデイケアに行ってプログラムをこなしたり、友人と話をして良かったと話している。途中で苦しくなって頓服薬（リスパダール）を飲んだとのこと。あまり心配されたくなくてスタッフには黙っていたとのこと。弁当作りが負担になっている様子から夏場だけでも給食サービスの利用を考えてみてはどうか提案している。

・我満　奈津紀様～部屋はタバコの空箱や新聞など物が散らばっている。先月お金が苦しくて食費を抑えるため食事を抜き体重が減ったとの事。理由も無く悲しくなり落ち込むことがあるとの事。バランスよい食事の必要性を説明し、食欲がない時は、野菜ジュースや豆腐など食べやすく、栄養がある物を摂取するよう促している。現在、娘中心で生活しておりデイケアにも月2～3回ほどしか利用できていないが、彼岸中、娘が父の家に外泊するため、3日程自分の時間が作れそうだとのこと。デイケアの担当スタッフが変わって半月ほどたったが、やっと色々話せるようになり、対人関係などについて相談しているとのこと。

・久保　清美　様～室温は高いが、窓を閉めきっておりクーラーも使用していない。ベッドには、冬用の毛の敷きパットが敷いており、羽毛布団と薄い毛布をかけている。「それ程暑くはないが、だるさはある」と答える。体温調節出来ないと体調不良の原因にもなるため、気温が高い時は、風通しを良くすることと、寝る時は毛布をかけて汗をかいて風邪をひく恐れもあるので、寒くなければ１枚でも大丈夫なことを伝えている。金銭管理に関しては、食費の無駄遣いは目に付かない。財布の中には少し多めの小銭が入っている様子だったが、買い物の時には少しずつ小銭を使っているとのこと。

就労に関して、一般求人のフォークリフトの求人に興味があるとのこと。福祉的就労は魅力的なものが無いと答えている。うみねこ幸房の利用については、拒否的な反応を示している。現在働きたいという意思があるがなかなか仕事に就けない状況ならば、工賃が出るうみねこ幸房で就労訓練をしながら、希望する仕事を目指す方法もある事をスタッフから伝えている。

・中居　美津子　様～エアコンが程よく効いていて風通しも良い。

ナイトケアは週３～４日行っている。その中で１回は弁当を持って行くとのこと。食事は３食摂取しているが、朝は惣菜パンを食べることが多いとのこと。体型維持のため器具を使った運動は週２～３回、家に帰ってきてから休む前にやっている様子。経済状況をうかがうと「月７万円姉から貰っているが、ギリギリだ」と話している。年金は姉が管理しているが「姉はお金に細かく、少し怒りっぽい。姉も７０歳を過ぎて年なので自分で管理しようと思っている。今日、姉と会う約束をしているので、これから自分で管理したいことを言えたら言いたい」と話している。家計簿は下書きと清書の２冊書いている。時間も体力的にも大変であれば、下書きをしないで清書のみでもいいのではないか、とスタッフから伝えるも、改善する気はない様子である。

＜グループホーム利用者様情報＞

・其田　淑子　様～食事券の支払いを1ヶ月分まとめて支払う事は出来ないかとの事。まとまったお金があると浪費してしまうとの事。食券を払い戻す時に1回分の手数料がかかる事を伝えている。

・平　　康子　様～刺し子に興味がある様子でデイケアでの作業・芸術の時間に刺し子を

実施する予定である。

・中村　　茂　様～8/12,8/13と実家に帰った際には色鉛筆をもって来てデイナイトケアの作業芸術の時間に塗り絵をやりたいと話している。

・板橋　利美　様～本日の検査の結果次第で日赤病院を受診するかどうか決めるとの事。

・松永　勘五郎様～先日、ナイトケア時に胸苦しさを訴え「寝てれば大丈夫。」と伏している。自室に扇風機は無く、購入も拒んでいる。暑い際には水分摂取を促していく。

＜事例検討＞

森田　清助様　（60歳）田名部Ｄｒ　主病名：統合失調症　　既往症：狭心症疑い

入院歴　4回

1 Ｓ60.3～Ｓ61.5　　　　　　　

2 Ｈ1．12．25～Ｈ8.7.8　　　　無為、不眠、被害妄想、自殺企図⇒金銭トラブル、日中活動

3 Ｈ8.7.18～Ｈ11.6.6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　への不安定が原因

4 Ｈ17.8.24～Ｈ17.9.11

治療歴

Ｓ59．4～八戸市民病院

Ｓ61.5～

Ｈ11.6.7～青南病院

ナイトケア利用（青南）

現状
· お金の使用は管理出来ている。

· 日中は家に居てはいけないと思い出かけている。

· 最近はラピアにあるドンキホーテに行っている。昼食はお寿司を買い、1Ｆのベンチに座って食べるとの事。

· 話し相手が減ってきている事が寂しい

· 心臓の苦しさも無く血圧も安定している。

· 食事は野菜を食べるようにしている。

· 最近は食欲が無く、生ものをよく食べている。

· デイケア週1回の利用は負担である為、月に1回がいいとの事。話をしながら過ごす場所として利用継続したい。

目標

長期：現在の生活を継続する

中期：・日中の活動場所の拡大を図りながら時間を有効に活用することで、単独で過ごす時間を　縮し病状再燃を防止する

・体調の管理（体重・狭心症のコントロール）

短期：・週1度はデイケアを利用し、他の曜日にも他施設の利用を行なう

・食事をバランスよく摂取し、体重の増加を防ぐ

計画
①来所時には本人から１週間の生活状況を確認し、青明舎からも利用状況を確認する

②体重測定の実施

③食事内容を確認し、食事バランスを主としたアドバイスの実施

検討結果
· 目標、計画共に継続する。

· 訪問看護、青明舎の情報をもとに今後も対応する。

